
資料１２

簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進に関する法律（平成１８年６月２日法律第

４７号）（抄） 

 

 （目的）  

第一条 この法律は、簡素で効率的な政府を実現することが喫緊の課題であることにかんがみ、簡

素で効率的な政府を実現するための行政改革について、その基本理念及び重点分野並びに各

重点分野における改革の基本方針その他の重要事項を定めるとともに、行政改革推進本部を設

置することにより、これを総合的に推進することを目的とする。  

 

 （基本理念）  

第二条 簡素で効率的な政府を実現するための行政改革は、国際化及び情報化の進展、人口構

造の変化等の経済社会情勢の変化の中で、我が国の国際競争力を強化し、国民が豊かで安心

して暮らすことのできる社会を実現するためには、民間の主体性や自律性を高め、その活力が最

大限に発揮されるようにすることが不可欠であることにかんがみ、政府及び地方公共団体の事務

及び事業の透明性の確保を図り、その必要性の有無及び実施主体の在り方について事務及び

事業の内容及び性質に応じた分類、整理等の仕分けを踏まえた検討を行った上で、国民生活

の安全に配慮しつつ、政府又は地方公共団体が実施する必要性の減少した事務及び事業を民

間にゆだねて民間活動の領域を拡大すること並びに行政機構の整理及び合理化その他の措置

を講ずることにより行政に要する経費を抑制して国民負担の上昇を抑えることを旨として、行われ

なければならない。  

 

 （趣旨）  

第四十二条 総人件費改革は、国家公務員及び地方公務員について、その総数の純減及び給与

制度の見直しを行うとともに、独立行政法人、国立大学法人等（国立大学法人法（平成十五年法

律第百十二号）第二条第五項に規定する国立大学法人等をいう。以下同じ。）、特殊法人及び

認可法人（特別の法律により設立され、かつ、その設立に関し行政官庁の認可を要する法人を

いう。以下同じ。）の役員及び職員についても、これに準じた措置を講ずることにより、これらの者

に係る人件費の総額の削減を図ることにより行われるものとする。  

２ 前項の総人件費改革を推進するに当たっては、平成二十七年度以降の各年度における国家

公務員の人件費の総額の当該年度の国内総生産の額に占める割合が、平成十七年度における

当該割合の二分の一にできる限り近づくことを長期的な目安として、これに留意するものとする。  

 

 （独立行政法人等における人件費の削減）  

第五十三条 独立行政法人等（独立行政法人（政令で定める法人を除く。）及び国立大学法人等

をいう。次項において同じ。）は、その役員及び職員に係る人件費の総額について、平成十八年

度以降の五年間で、平成十七年度における額からその百分の五に相当する額以上を減少させ

ることを基本として、人件費の削減に取り組まなければならない。 

２ 独立行政法人等を所管する大臣は、独立行政法人等による前項の規定による人件費の削減の

取組の状況について、独立行政法人通則法 （国立大学法人等にあっては、国立大学法人法 ）

の定めるところにより、的確な把握を行うものとする。  

 

附 則 

（施行期日） 

１ この法律は、公布の日から施行する。（以下略） 
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経済財政運営と構造改革に関する基本方針 2006（平成 18 年 7 月 7 日閣議決定）（抄） 

 

 

第３章 財政健全化への取組 

１．歳出・歳入一体改革に向けた取組 

（４）第Ⅱ期目標の達成に向けて 

② 歳出改革 

ⅱ．各分野における歳出改革の具体的内容 

（別紙） 

 

（別紙） 

公務員人件費・独立行政法人・公益法人 

Ⅱ．独立行政法人、公益法人 

○独立行政法人等 

 独立行政法人、国立大学法人の人件費については、既定の改革を確実に達成するとともに、

国家公務員の取組を踏まえて、更に抑制する。また、個々の独立行政法人の業務等について

は、それぞれの政策分野の改革の中で厳しく見直す。 

(１)人件費 

①既定の改革の確実な達成 

 独立行政法人等について、既定の人件費改革（2010 年度まで）を確実に達成し、これによ

り退職手当及び福利厚生費を含め着実に削減する。非常勤職員手当についても業務経費効

率化の取組の中で抑制を図る。 

② さらに、国家公務員の改革を踏まえ、人件費改革を 2011 年度まで継続するとともに、官民

給与の比較対象企業規模の見直しによる公務員給与改定を反映する。 

(２) 個々の独法の業務等については、業務内容の必要性・重要性、更なるコスト効率化、財務の

自律性の向上等の観点から、各政策分野の改革の中で厳しく見直す。 

 


